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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,AuCu3型立方晶構造をもつ希土類化合物SmX3(x=Pd,In,Sn,Tl,Pb)の磁性
 に関連した物性を詳細に検討したものである。希土類元素を含む金属間化合物については,近
 年近藤効果の研究がさかんに行われており,本研究の当初の目的はSmを含む高濃度近藤物質
 を探索することにあった。
 化合物中のSmは二価と三価の間の価数揺動を示すばかりでなく,それぞれの基底多重項と
 励起多重項との間のエネルギー差が小さいという特徴をもっている。さらにSm3+の基底多重
 項6H5,2は立方対称の結晶場で四重項P8と二重項P,とに分裂するが,そのいずれが基底状態
 になるかという問題が重要である。すなわち,P・の場合には四重極モーメントが存在するため
 に,低温で四重極秩序に伴う相転移を示す可能性がある。四重極秩序はCe、Tm,Dyなどの化
 合物で見いだされているがSm化合物についてはこれまで報告されていない。
 本研究の第一の成果は上記のすべてのSmX3について四重極秩序の存在を示唆したことで
 ある。比熱測定の結果,通常の磁気秩序(強磁性または反強磁性)が起こるよりも高温で四重
 極秩序による二次相転移を示す場合や,両方の秩序が同時に起こることによる一次相転移を示
 す場合があることを見いだし,さらにエントロピーの計算から基底状態がF8であることを確
 かめた。これは四重極秩序の問題だけでなく一般的な相転移の問題にとっても重要な成果であ
 る。
 第二の成果は単結晶試料の作成に成功し,弾性率C1]一C12,C44の精密な測定を可能にしたこ
 とである。その温度依存性の解析結果も,上述の1「8状態の四重極秩序を支持している。また単
 結晶試料を用いて磁化の異方性の測定を行い,今後の新しい発展の基礎を固めている。
 当初の目的であった近藤効果の研究については,電子比熱係数γ,エントロピーの温度変化を
 はじめ,電気抵抗,熱起電力,ホール効果,磁化率などの測定により,SmS113が一つの典型的
 な高濃度近藤物質であることを確認した。この結果は(La1.。Sm。)Sn3という希薄系の近藤効
 果の研究によって補強されており,本研究の第三の成果として位置づけられる。これらの物質
 系の近藤効果の研究は今後ますます発展することが期待される。
 以上述べたように,本論文は希土類化合物の磁性に関連した物性を解明する上に貴重な貢献
 をしたものであり,著者が自立をして研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
 ことを示している。よって劉博提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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